
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力電圧を所要の電圧に変換し、これを出力電圧として負荷に供給する

安定化電源装置において、
　内部に、他系統の電源電圧を入力し、この電圧値に基づいて他系統の電源電圧が起動さ
れたことを確認する確認手段を備え、該確認手段により上記他系統の電源電圧が起動され
たことが確認されるまでは

上記出力電圧を上記負荷に供給しないことを特徴とする安定化電
源装置。
【請求項２】
　入力電圧を所要の電圧に変換し、これを出力電圧として負荷に供給する

安定化電源装置において、
　内部に、他系統の電源電圧を受け、この電源電圧を所定時間だけ遅延させる遅延手段と
、この遅延手段の出力電圧が所定値以上の場合に上記他系統の電源電圧が起動されたこと
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安定化電源装置
であって、上記入力電圧をパワートランジスタを用いて上記出力電圧に変換し、上記出力
電圧をフィードバックしてコンパレータにより基準電圧と比較し、上記コンパレータを含
むフィードバック制御系で、上記コンパレータの比較結果に基づいて上記パワートランジ
スタを制御することにより上記出力電圧を安定化させる

上記フィードバック制御系に電源を供給せずに上記パワートラ
ンジスタをＯＦＦとして

安定化電源装置
であって、上記入力電圧をパワートランジスタを用いて上記出力電圧に変換し、上記出力
電圧をフィードバックしてコンパレータにより基準電圧と比較し、上記コンパレータを含
むフィードバック制御系で、上記コンパレータの比較結果に基づいて上記パワートランジ
スタを制御することにより上記出力電圧を安定化させる



を確認する確認手段とを備え、
　上記確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは

上記出力
電圧を上記負荷に供給しないことを特徴とする安定化電源装置。
【請求項３】
　上記確認手段は、上記他系統の電源電圧が基準電圧値より大きいか否かを比較する比較
手段を有し、該比較手段による比較の結果、基準電圧値よりも大きい場合に上記他系統の
電源電圧が起動されたことを確認することを特徴とする請求項１に記載の安定化電源装置
。
【請求項４】
　上記確認手段は、上記遅延手段の出力電圧が基準電圧値より大きいか否かを比較する比
較手段を有し、該比較手段による比較の結果、基準電圧値よりも大きい場合に上記他系統
の電源電圧が起動されたことを確認することを特徴とする請求項２に記載の安定化電源装
置。
【請求項５】
　上記確認手段は、上記出力電圧を負荷に出力する指令が外部から更に入力された場合に
、上記他系統の電源電圧が起動されたことを確認することを特徴とする請求項１、２、３
、又は４に記載の安定化電源装置。
【請求項６】
　上記遅延手段は、時定数に応じて充電されるコンデンサを有し、上記他系統の電源電圧
の供給停止時に上記コンデンサを放電する放電手段が更に設けられたことを特徴とする請
求項２又は４に記載の安定化電源装置。
【請求項７】
　上記確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことの確認を保持する起動確認
保持手段を更に備えたことを特徴とする請求項６に記載の安定化電源装置。
【請求項８】
　上記比較手段は、ヒステリシス特性を備えていることを特徴とする請求項３又は４に記
載の安定化電源装置。
【請求項９】
　上記確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されると、その起動
確認信号を生成して外部へ出力する起動確認信号生成手段を更に備えたことを特徴とする
請求項１乃至８のいずれか一つに記載の安定化電源装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のいずれか一つに記載の安定化電源装置を備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、各電源電圧の起動順序を内部で自ら能動的に制御する安定化電源装置及びそ
れを備えた電子機器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、電子機器を構成するＬＳＩ等の素子は、非常に種類が多く、これらを動作させる
ための電源電圧は一定ではなく、複雑を極めている。
【０００３】
　例えば、２４Ｖ、１２Ｖ、９Ｖ、５Ｖ、３．３Ｖ、２．５Ｖ、１．８Ｖ等で動作する素
子がある。このような電子機器を安定に動作させるためには、各電子機器に所要の電圧を
印加する以外に、各素子に対して電圧を供給する順序およびタイミングがある。
【０００４】
　例えば、３．３Ｖと２．５Ｖの電圧を供給する必要のあるＬＳＩに対し、先に、３．３
Ｖを供給した後に２．５Ｖを供給しないと、ＬＳＩを含めた電子機器全体が誤動作してし
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上記フ
ィードバック制御系に電源を供給せずに上記パワートランジスタをＯＦＦとして



まう場合がある。
【０００５】
　また、３．３Ｖと２．５Ｖの電圧を供給する必要のあるＬＳＩにおいて、一方の電圧の
み供給された状態が所定時間以上継続すると、素子が破壊する場合もある。
【０００６】
　更に、一部のメモリ素子等においては、１２Ｖと５Ｖの２種類の電圧が供給されること
が必要であり、この場合、先に５Ｖを供給してから１２Ｖを供給しないと、素子が破壊す
る場合がある。
【０００７】
　従来、どのようにして複数の電源電圧の立ち上げを行っていたかについて、図１１およ
び図１２を参照しながら、以下に説明する。
【０００８】
　図１１は、従来の電源起動シーケンス例を示す説明図である。図１１の電源起動シーケ
ンスによれば、まず、５Ｖの電源が立ち上げられる。それから、所定時間Ｔｄ１後に３．
３Ｖの電源が立ち上げられる。さらに、所定時間Ｔｄ２後に２．５Ｖの電源が立ち上げら
れる。このように、複数の電源を所定の順序で立ち上げることによって、電子機器が正常
に動作する。
【０００９】
　図１２は、図１１に示す電源起動シーケンスを実現するための回路構成例を示す。図１
２の構成例によれば、３．３Ｖの電圧を供給する第２電源５２、及び２．５Ｖの電圧を供
給する第３電源５３の２つの電源の立ち上げタイミングをマイクロコンピュータ（以下、
単に、マイコンと称す。）５１が制御し、これにより、図１１の電源起動シーケンスにし
たがって、各電圧が供給先であるＣＰＵ５４に供給されるようになっている。なお、上記
マイコン５１は、電源監視機能を有している。
【００１０】
　つまり、図１２の構成例によれば、５Ｖの電圧を供給する第１電源５０が立ち上がると
、この５Ｖの電圧が、上記マイコン５１、第２及び第３電源５２及び５３に動作電圧とし
て供給され、それぞれ動作可能状態になる。この時点では、未だ、マイコン５１からは、
オフ指令が第２及び第３電源５２及び５３にそれぞれ供給されているので、これらの電源
からは電圧は出力されない。
【００１１】
　第１電源５０が立ち上がってから、時間Ｔｄ１が経過すると、上記マイコン５１は上記
第２電源５２に対してオン指令が供給される（このとき、第３電源５３に対しては、オフ
指令が供給されたままである。）。このオン指令を受領すると、上記第２電源５２は、３
．３Ｖの電圧を上記ＣＰＵ５４に供給する。
【００１２】
　それから、更に、時間Ｔｄ２が経過すると、上記マイコン５１は上記第３電源５３に対
してオン指令が供給される（このとき、第２電源５３に対しても、オン指令が供給された
ままである。）。このオン指令を受領すると、上記第３電源５３は、２．５Ｖの電圧を上
記ＣＰＵ５４に供給する。
【００１３】
　以上のように、図１２の構成例によれば、図１１の電源起動シーケンスが実現でき、第
１電源５０が立ち上がってから、時間（Ｔｄ１＋Ｔｄ２）が経過した時点で、３．３Ｖ、
及び２．５Ｖの２種類の電圧が共に上記ＣＰＵ５４に供給されることになる。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上記従来の技術は、次のような問題点を有している。すなわち、前述の
ように、電子機器を構成するＬＳＩ等の素子の電源電圧は複雑を極めており、電子機器を
安定に動作させるためには、各電子機器に所要電圧を供給する以外に、各素子に所要電圧
を所要のタイミングで供給しないと、正常に動作しない。
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【００１５】
　したがって、システムを制御するマイコンに要求される電源監視機能は複雑化しており
、その結果、上記マイコンはコストアップを招来している。
【００１６】
　しかも、システムを制御する上記マイコンを使用して電源監視機能を果たす限り、必ず
、最初に、このマイコン自体を起動する必要があり、そのために、上記マイコン用の電源
を別途用意する必要がある（図１２の場合、第１電源５０を別途用意する必要がある。）
。
【００１７】
　例えば、システムを制御するマイコンの動作電圧を５Ｖとし、このマイコンを含む電子
機器には５Ｖで動作する他の負荷があるとする。さらに、この電子機器の安定動作のため
には、５Ｖよりも先に他の電源電圧を立ち上げる必要があるとする。このような場合、上
記他の負荷と区別して、上記マイコン用の５Ｖの電源電圧を別途用意する必要があり、こ
れは大きなコストアップの要因となる。
【００１８】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、システムを制御するマ
イコンの負担を増加することなく、しかも、コストアップを招来することもなく、各電源
電圧の起動順序を内部で自ら能動的に制御する安定化電源装置を提供することにある。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
　

【００２０】
　

【００２１】
　本発明に係る安定化電源装置は、上記課題を解決するために、入力電圧を所要の電圧に
変換し、これを出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置において、以下の措置を講
じたことを特徴としている。
【００２２】
　即ち、上記安定化電源装置は、内部に、他系統の電源電圧を入力し、この電圧値に基づ
いて他系統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段を備え、該確認手段により上
記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記出力電圧を上記負荷に供給
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本発明に係る安定化電源装置は、上記課題を解決するために、入力電圧を所要の電圧に
変換し、これを出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置であって、上記入力電圧を
パワートランジスタを用いて上記出力電圧に変換し、上記出力電圧をフィードバックして
コンパレータにより基準電圧と比較し、上記コンパレータを含むフィードバック制御系で
、上記コンパレータの比較結果に基づいて上記パワートランジスタを制御することにより
上記出力電圧を安定化させる安定化電源装置において、内部に、他系統の電源電圧を入力
し、この電圧値に基づいて他系統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段を備え
、該確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記フィ
ードバック制御系に電源を供給せずに上記パワートランジスタをＯＦＦとして上記出力電
圧を上記負荷に供給しないことを特徴としている。

本発明に係る安定化電源装置は、上記課題を解決するために、入力電圧を所要の電圧に
変換し、これを出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置であって、上記入力電圧を
パワートランジスタを用いて上記出力電圧に変換し、上記出力電圧をフィードバックして
コンパレータにより基準電圧と比較し、上記コンパレータを含むフィードバック制御系で
、上記コンパレータの比較結果に基づいて上記パワートランジスタを制御することにより
上記出力電圧を安定化させる安定化電源装置において、内部に、他系統の電源電圧を受け
、この電源電圧を所定時間だけ遅延させる遅延手段と、この遅延手段の出力電圧が所定値
以上の場合に上記他系統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段とを備え、上記
確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記フィード
バック制御系に電源を供給せずに上記パワートランジスタをＯＦＦとして上記出力電圧を
上記負荷に供給しないことを特徴としている。



しないことを特徴としている。
【００２３】
　上記の発明によれば、入力電圧が所要の電圧に変換され、これが出力電圧として負荷に
供給される。
【００２４】
　従来は、安定化電源装置外に設けられ、システムを制御するマイコンによって、他系統
の電源が監視され、各素子に所要電圧が所要のタイミングで供給されていた。そのために
は、必ず、最初に、このマイコン自体を起動する必要があり、上記マイコン用の電源を別
途用意する必要があった。これは、安定化電源装置のコスト高を招来する。
【００２５】
　そこで、上記の発明によれば、他系統の電源電圧を入力し、この電圧値に基づいて他系
統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段が安定化電源装置の内部に設けられて
おり、この確認手段によって他系統の電源が起動されたことが確認されるまでは、出力電
圧が負荷に供給されないようになっている。
【００２６】
　つまり、従来のように、安定化電源装置の外部に設けられたシステム制御用のマイコン
が安定化電源装置のオン及びオフを制御するのではなくて、安定化電源装置が、自ら、内
部で、確認手段を介して他系統の電源が起動されたか否かを確認しているので、システム
制御用のマイコンの負担を増加することなく、しかも、従来上記マイコン用に別途設ける
ことが必要であった電源が不要となるので、コストアップを招来することもなく、各電源
電圧の起動順序を内部で自ら能動的に制御することが可能となる。
【００２７】
　なお、供給された他系統の電源電圧が所定の電圧値未満（供給先の素子が正常に動作す
る動作電圧の許容範囲外の電圧）であれば、出力電圧が負荷に供給されない。これにより
、信頼性の高い安定化電源装置を提供できる。
【００２８】
　上記確認手段は、上記他系統の電源電圧が基準電圧値より大きいか否かを比較する比較
手段を有し、該比較手段による比較の結果、基準電圧値よりも大きい場合に上記他系統の
電源電圧が起動されたことを確認することが好ましい。
【００２９】
　この場合、基準電圧値を適当に決めることによって、他系統の電源電圧の起動の確認に
幅を持たせることができる。したがって、多種多様な用途に適用でき、汎用性に優れた安
定化電源装置を提供できる。
【００３０】
　本発明に係る他の安定化電源装置は、上記課題を解決するために、入力電圧を所要の電
圧に変換し、これを出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置において、以下の措置
を講じたことを特徴としている。
【００３１】
　即ち、上記安定化電源装置は、内部に、他系統の電源電圧を受け、この電源電圧を所定
時間だけ遅延させる遅延手段と、この遅延手段の出力電圧が所定値以上の場合に上記他系
統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段とを備え、上記確認手段により上記他
系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記出力電圧を上記負荷に供給しな
いことを特徴としている。
【００３２】
　上記の発明によれば、安定化電源装置の内部に遅延手段と確認手段とが設けられている
。この遅延手段は、他系統の電源電圧を入力すると、これを所定時間だけ遅延させて出力
する。確認手段は、この遅延手段の出力電圧が所定値以上の場合に上記他系統の電源電圧
が起動されたことを確認する。
【００３３】
　本安定化電源装置によれば、他系統の電源電圧が、入力されてから所定時間が経過し、
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且つ、そのときの電圧値が所定値以上に達しているときに、確認手段によって他系統の電
源が起動されたことが確認される。この確認がなされるまでは、出力電圧が負荷に供給さ
れないようになっている。これにより、他系統の電源電圧が何らかの原因で所定時間内（
上記遅延手段による遅延時間）に所定電圧値まで上昇しない場合には、負荷に出力電圧が
供給されないので、非常に信頼性の高い安定化電源装置を供給できる。
【００３４】
　以上より、従来のように、安定化電源装置の外部に設けられたシステム制御用のマイコ
ンが安定化電源装置のオン及びオフを制御するのではなくて、安定化電源装置が、自ら、
内部で、確認手段を介して他系統の電源が起動されたか否かを確認しているので、システ
ム制御用のマイコンの負担を増加することなく、しかも、従来上記マイコン用に別途設け
ることが必要であった電源が不要となるので、コストアップを招来することもなく、各電
源電圧の起動順序を内部で自ら能動的に制御することが可能となる。
【００３５】
　上記確認手段は、上記遅延手段の出力電圧が基準電圧値より大きいか否かを比較する比
較手段を有し、該比較手段による比較の結果、基準電圧値よりも大きい場合に上記他系統
の電源電圧が起動されたことを確認することが好ましい。
【００３６】
　この場合、基準電圧値を適当に決めることによって、他系統の電源電圧の起動の確認に
幅を持たせることができる。したがって、多種多様な用途に適用でき、汎用性に優れた安
定化電源装置を提供できる。
【００３７】
　上記確認手段は、上記出力電圧を負荷に出力する指令が外部から更に入力された場合に
、上記他系統の電源電圧が起動されたことを確認することが好ましい。
【００３８】
　この場合、上述の各起動確認の条件を満足するだけでは、出力電圧が負荷に供給される
ことはなく、更に、出力電圧を負荷に出力する指令が外部から供給されるという条件を満
足して、はじめて安定化電源装置が立ち上がる。これにより、緊急の場合、上記外部から
の上記指令をオフすることによって、安定化電源装置を確実にオフ（遮断）することがで
き、出力電圧の上記負荷への不要な供給を回避できる。それゆえ、信頼性が著しく向上す
る。この場合、上記遅延機能は動作しない。したがって、上記緊急遮断の後、再度、出力
電圧を負荷に出力する指令が外部から安定化電源装置に入力されると、遅滞なく（遅延機
能を経ることなく）、該安定化電源装置が再起動される。
【００３９】
　上記遅延手段は、時定数に応じて充電されるコンデンサを有し、上記他系統の電源電圧
の供給停止時に上記コンデンサを放電する放電手段が更に設けられていることが好ましい
。
【００４０】
　この場合、安定化電源装置の再起動や、起動指令のオフ期間が短い場合にも、確実に必
要な遅延時間を確保し、信頼性を著しく向上することが可能となる。
【００４１】
　安定化電源装置を再起動する場合、コンデンサに電荷が残存していないときは、問題な
く再起動が可能である。しかし、コンデンサに電荷が残存している場合、その分だけ、安
定化電源装置が起動されるまでの時間が短くなってしまう（遅延手段の遅延時間が短くな
ってしまう）。これは、安定化電源装置を頻繁にオン、オフする際、起動指令のオフ期間
が短い場合にもあてはまる。
【００４２】
　そこで、上記の構成によれば、他系統の電源電圧の供給が停止されると、コンデンサの
充電電荷が増加することはない。このとき、このコンデンサが放電手段によって放電され
るので、コンデンサに残存する電荷は存在しなくなり、初期の状態になるので、通常の再
起動が高精度に行われる。
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【００４３】
　なお、安定化電源装置の起動時及び起動中は、コンデンサは放電手段によって放電され
ないので、安定化電源装置の動作に影響を与えることはない。
【００４４】
　以上のように、他系統の電源電圧が一旦オフした後、再起動されたり、起動指令のオフ
期間が短い場合に再起動されても、コンデンサの残存電荷が放電手段を介して放電される
ので、通常の起動が安定且つ高精度に実施できる。しかも、上記安定化電源装置は、シス
テムを制御するマイコンの負担を増加することなく、しかも、コストアップを招来するこ
ともなく、内部で自ら起動順序を能動的に制御することを可能としている。
【００４５】
　上記確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことの確認を保持する起動確認
保持手段を更に備えることが好ましい。
【００４６】
　この場合、確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことの確認が起動確認保
持手段によって保持されるので、安定化電源装置の起動後、他系統の電源電圧が何らかの
原因によってダウン或いは許容値以下に低下しても、安定化電源装置からは安定して目標
の出力電圧が負荷に対して供給されることになる。
【００４７】
　以上のように、安定化電源装置の動作中に他系統の電源電圧がダウン又は低下しても、
起動確認保持手段は、他系統の電源電圧が起動されたことの確認を保持するので、安定化
電源装置に影響を与えることを未然に回避できる。しかも、上記安定化電源装置は、シス
テムを制御するマイコンの負担を増加することなく、しかも、コストアップを招来するこ
ともなく、内部で自ら起動順序を能動的に制御することを可能としている。
【００４８】
　上記比較手段は、ヒステリシス特性を備えていることが好ましい。この場合、他系統の
電源電圧の上昇時の閾値と、下降時の閾値とを異ならせることが可能となる。
【００４９】
　つまり、比較手段は、他系統の電源電圧が下降する際、上昇時の閾値よりも低下しても
、その出力は変化せず、下降時の閾値よりも低くなったときに、その出力は変化する。こ
の状態から、他系統の電源電圧が上昇する際、下降時の閾値に達しても、その出力は変化
せず、上昇時の閾値以上になったときに、その出力は変化する。このように、２つの閾値
付近のレベルで他系統の電源電圧が変動（例えば、ノイズによる変動）しても、その変動
に伴って逐一ヒステリシス特性を備えた比較手段の出力が変化しないので、安定化電源装
置の出力は著しく安定する。
【００５０】
　上記確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されると、その起動
確認信号を生成して外部へ出力する起動確認信号生成手段を更に備えていることが好まし
い。
【００５１】
　この場合、他系統の電源電圧が立ち上がったことを確認した後、安定化電源装置の起動
が行われるので、信頼性が著しく向上する。加えて、安定化電源装置が起動したことを示
す起動確認信号を外部へ出力することができ、外部回路はこの起動確認信号に同期して所
望の動作（例えば、外部機器のリセット動作等）を行うことが可能となる。
【００５２】
　以上のように、本発明に係る安定化電源装置は、入力電圧を所要の電圧に変換し、これ
を出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置において、内部で、他系統の電源が起動
したことを確認した後、上記出力電圧を上記負荷に供給することを特徴としている。この
ような特徴を備えた安定化電源装置を電子機器に組み込めば、その信頼性が著しく向上す
ることになる。
【００５３】
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【発明の実施の形態】
　本発明の実施の一形態について図１に基づいて説明すれば、以下のとおりである。
【００５４】
　本実施の形態に係る安定化電源装置は、図１に示すように、入力電源１から入力電圧Ｖ
ｉｎが入力されると、出力トランジスタ９を介して、出力電圧Ｖｏｕｔを負荷１５に供給
する。この出力トランジスタ９は、負荷１５の状態に応じて、オン又はオフする。これに
より、安定した出力電圧Ｖｏｕｔが上記負荷１５に供給される。なお、コンデンサ１４は
、出力電圧Ｖｏｕｔを安定化するために設けられたものである。
【００５５】
　上記出力トランジスタ９のオン又はオフは、次のように制御される。すなわち、負荷１
５の両端の電圧（以下、負荷電圧と称す。）は、抵抗１２と抵抗１３とで分圧されてコン
パレータ１０のマイナス入力端子に印加される。このコンパレータ１０のプラス入力端子
には、基準電圧Ｖｒｅｆ１が印加される。この基準電圧Ｖｒｅｆ１は、基準電圧発生回路
１１によって生成される。上記コンパレータ１０及び上記基準電圧発生回路１１は、トラ
ンジスタ６を介して、動作電圧として上記入力電圧Ｖｉｎが供給されることによって、そ
れぞれ動作を開始する。
【００５６】
　例えば、負荷電圧が目標の出力電圧Ｖｏｕｔよりも小さい場合、それに伴って、上記コ
ンパレータ１０のマイナス入力端子に印加される電圧は小さくなる。この電圧が上記基準
電圧Ｖｒｅｆ１よりも小さくなり、コンパレータ１０の出力はほぼ入力電圧Ｖｉｎとなる
。これに伴って、コンパレータ１０の出力端子に接続されているトランジスタ８はオンす
るので、出力トランジスタ９がオンする。これにより、負荷電圧が大きくなる。
【００５７】
　これに対して、負荷電圧が目標の出力電圧Ｖｏｕｔよりも大きい場合、それに伴って、
上記コンパレータ１０のマイナス入力端子に印加される電圧は大きくなる。この電圧が上
記基準電圧Ｖｒｅｆ１よりも大きくなり、コンパレータ１０の出力はほぼグランドレベル
となる。これに伴って、トランジスタ８はオフするので、出力トランジスタ９もオフする
。これにより、負荷電圧が低下する。
【００５８】
　以上のように、出力トランジスタ９のオン、オフにより、目標の出力電圧Ｖｏｕｔが負
荷１５に供給されることになる。
【００５９】
　ここで、他系統の電源電圧２が起動されたことを確認した後に本安定化電源装置が起動
されることについて、図１を参照しながら以下に説明する。
【００６０】
　この場合、他系統の電源電圧２が本安定化電源装置に供給される。この他系統の電源電
圧２は、抵抗３及び４の両端に供給される。その結果、抵抗３及び４によって分圧された
電圧がトランジスタ７のベースに供給される。抵抗３及び４の抵抗値は、他系統の電源電
圧２（定格値）が供給された場合に、上記の分圧電圧がトランジスタ７のベース－エミッ
タ間の電圧よりも大きくなるように設定されている。それゆえ、上記他系統の電源電圧２
が上記抵抗３及び４を介してベースに供給された場合に、トランジスタ７はオンする。ト
ランジスタ７がオンすることによって、他系統の電源電圧２が起動されたことが確認され
る。
【００６１】
　なお、供給された他系統の電源電圧２が所定の電圧値未満（供給先の素子が正常に動作
する動作電圧の許容範囲外の電圧）であれば、抵抗３及び４によって分圧された電圧はト
ランジスタ７をオンさせないように抵抗３及び４の抵抗値が設定されており、これにより
、信頼性の高い安定化電源装置を提供できる。
【００６２】
　トランジスタ７がオンすると、このトランジスタ７に接続されたトランジスタ５がオン
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する。これは、トランジスタ５のベースに入力電圧Ｖｉｎが供給されていると共に、コレ
クタ及びベースがトランジスタ７のコレクタに接続されているからである。
【００６３】
　このように、トランジスタ５のオンに伴って、ベース同士接続されているトランジスタ
６もオンする。これにより、入力電圧Ｖｉｎが、トランジスタ６を介して上記コンパレー
タ１０及び上記基準電圧発生回路１１の動作電圧として供給され、これらが動作を開始す
る。そして、前述のように、出力電圧Ｖｏｕｔの安定化が行われる。
【００６４】
　以上のように、トランジスタ７がオンすることによって、他系統の電源電圧２が起動さ
れたことを確認し、その後、トランジスタ６がオンすることによって、コンパレータ１０
及び基準電圧発生回路１１等のフィードバック系が動作し、これにより、安定化電源装置
が起動する。なお、他系統の電源電圧２が起動されない限り、たとえ入力電圧Ｖｉｎが供
給されていても、出力電圧Ｖｏｕｔは出力されることはない。これは、コンパレータ１０
及び基準電圧発生回路１１等のフィードバック系が動作しておらず、したがって、出力ト
ランジスタ９がオフしたままであるからである。
【００６５】
　このように、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの負担を増加するこ
となく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動順序を能動的に制
御することを可能としている。
【００６６】
　ここで、図２を参照しながら、本発明の他の安定化電源装置について説明する。図１と
同じ機能を有する部材については同じ参照符号を付記し、詳細な説明を省略する。
【００６７】
　図２に示す安定化電源装置は、他系統の電源電圧２が供給された後、所定時間経過した
ことが確認された場合に安定化電源装置を起動させる例である。図２においては、図１の
抵抗３及び４の代わりに、定電流源１６及びコンデンサ１７が設けられ、その接続点がト
ランジスタ７のベースに接続されている。この点で、図１の構成と異なっている。
【００６８】
　この場合、他系統の電源電圧２が本安定化電源装置に供給される。この他系統の電源電
圧２は、定電流源１６及びコンデンサ１７を直列接続したものに対して供給される。その
結果、定電流源１６が定電流をコンデンサ１７に向かって流す。これに伴って、コンデン
サ１７の両端の電圧が上昇し、トランジスタ７のベース－エミッタ間電圧よりも大きくな
ると、トランジスタ７はオンする。つまり、他系統の電源電圧２が供給されてから所定時
間経過後にトランジスタ７がオンすることになる。
【００６９】
　このように、トランジスタ７がオンすることによって、他系統の電源電圧２が起動され
たことが確認される。トランジスタ７がオンすると、このトランジスタ７に接続されたト
ランジスタ５がオンする。これは、トランジスタ５のベースに入力電圧Ｖｉｎが供給され
ていると共に、コレクタ及びベースがトランジスタ７のコレクタに接続されているからで
ある。
【００７０】
　このように、トランジスタ５のオンに伴って、ベース同士接続されているトランジスタ
６もオンする。これにより、入力電圧Ｖｉｎが、トランジスタ６を介して上記コンパレー
タ１０及び上記基準電圧発生回路１１の動作電圧として供給され、これらが動作を開始す
る。そして、前述のように、出力電圧Ｖｏｕｔの安定化が行われる。
【００７１】
　以上のように、他系統の電源電圧２が供給されたから所定時間経過後にトランジスタ７
がオンすることによって、他系統の電源電圧２が起動されたことを確認し、それからトラ
ンジスタ６がオンすることによって、コンパレータ１０及び基準電圧発生回路１１等のフ
ィードバック系が動作する。これにより、安定化電源装置が起動する。
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【００７２】
　なお、他系統の電源電圧２が起動されない限り、たとえ入力電圧Ｖｉｎが供給されてい
ても、出力電圧Ｖｏｕｔは出力されることはない。これは、コンパレータ１０及び基準電
圧発生回路１１等のフィードバック系が動作しておらず、したがって、出力トランジスタ
９がオフしたままであるからである。
【００７３】
　このように、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの負担を増加するこ
となく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動順序を能動的に制
御することを可能としている。
【００７４】
　ここで、図３を参照しながら、本発明の他の安定化電源装置について説明する。図１と
同じ機能を有する部材については同じ参照符号を付記し、詳細な説明を省略する。
【００７５】
　図３に示す安定化電源装置は、他系統の電源電圧２が供給され、その電圧値が所定値に
達したことを確認した後、安定化電源装置を起動させる例である。図３においては、図１
の抵抗３及び４の接続点と、トランジスタ７のベースとの間に判定回路４０が設けられて
いる。この点で、図１の構成と異なっている。
【００７６】
　この判定回路４０は、共に入力電源１の入力電圧Ｖｉｎが供給されている、基準電圧発
生回路１８及びコンパレータ１９から構成されている。上記コンパレータ１９において、
プラス入力端子には抵抗３及び４の接続点の電圧が印加されており、マイナス入力端子に
は基準電圧発生回路１８からの基準電圧Ｖｒｅｆ２が印加されている。上記接続点の電圧
が基準電圧Ｖｒｅｆ２よりも大きい場合にトランジスタ７はオンする一方、上記接続点の
電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ２以下の場合にトランジスタ７はオフする。
【００７７】
　この場合、入力電圧Ｖｉｎが基準電圧発生回路１８及びコンパレータ１９に供給されて
いるので、これらは動作可能状態にある。この状態で、他系統の電源電圧２が供給される
。他系統の電源電圧２は、所定電圧（供給先の素子を正常に動作させ得る電圧）であれば
よいが、何らかの理由で、定格電圧より小さい電圧の場合もあるし、直ぐに所定電圧まで
立ち上がるのではなくて、遅延を伴って立ち上がる場合もある。
【００７８】
　そこで、他系統の電源電圧２が所定電圧値に立ち上がったことを確認した後、安定化電
源装置の起動を行えば、信頼性が著しく向上する。そのために、図３の構成によれば、他
系統の電源電圧２は抵抗３及び４に印加され、その接続点の電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ２以
上であるときに、コンパレータ１９の出力がほぼ入力電圧Ｖｉｎに変化するので、トラン
ジスタ７がオンする。これにより、供給された他系統の電源電圧２が所定電圧値に立ち上
がったことが確認される。
【００７９】
　トランジスタ７がオンすると、このトランジスタ７に接続されたトランジスタ５がオン
する。これは、トランジスタ５のベースに入力電圧Ｖｉｎが供給されていると共に、コレ
クタ及びベースがトランジスタ７のコレクタに接続されているからである。
【００８０】
　このように、トランジスタ５のオンに伴って、ベース同士接続されているトランジスタ
６もオンする。これにより、入力電圧Ｖｉｎが、トランジスタ６を介して上記コンパレー
タ１０及び上記基準電圧発生回路１１の動作電圧として供給され、これらが動作を開始す
る。そして、前述のように、出力電圧Ｖｏｕｔの安定化が行われる。
【００８１】
　以上のように、トランジスタ７がオンすることによって、供給された他系統の電源電圧
２が所定電圧値に立ち上がったことを確認し、その後、トランジスタ６がオンすることに
よって、コンパレータ１０及び基準電圧発生回路１１等のフィードバック系が動作し、こ
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れにより、安定化電源装置が起動する。
【００８２】
　なお、他系統の電源電圧２が供給されない限り、たとえ入力電圧Ｖｉｎが供給されてい
ても、出力電圧Ｖｏｕｔは出力されることはない。これは、コンパレータ１０及び基準電
圧発生回路１１等のフィードバック系が動作しておらず、したがって、出力トランジスタ
９がオフしたままであるからである。
【００８３】
　このように、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの負担を増加するこ
となく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動順序を能動的に制
御することを可能としている。また、基準電圧値Ｖｒｅｆ２を適当に決めることによって
、他系統の電源電圧２の起動の確認に幅を持たせることができる。したがって、多種多様
な用途に適用でき、汎用性に優れた安定化電源装置を提供できる。
【００８４】
　ここで、図４を参照しながら、本発明の他の安定化電源装置について説明する。図３と
同じ機能を有する部材については同じ参照符号を付記し、詳細な説明を省略する。
【００８５】
　図４に示す安定化電源装置は、他系統の電源電圧２が供給されてから所定時間経過後で
あって、定電流源１６及びコンデンサ１７の接続点の電圧が所定値に達したことを確認し
た後に、安定化電源装置を起動させる例である。図４においては、図３の抵抗３及び４の
代わりに、定電流源１６及びコンデンサ１７が設けられ、その接続点がコンパレータ１９
のプラス入力端子に接続されている。この点で、図３の構成と異なっている。
【００８６】
　判定回路４０は、共に入力電源１の入力電圧Ｖｉｎが供給されている、基準電圧発生回
路１８及びコンパレータ１９から構成されている。上記コンパレータ１９において、プラ
ス入力端子には定電流源１６及びコンデンサ１７の接続点の電圧が印加されており、マイ
ナス入力端子には基準電圧発生回路１８からの基準電圧Ｖｒｅｆ２が印加されている。他
系統の電源電圧２の供給とともに上記接続点の電圧が上昇していき、基準電圧Ｖｒｅｆ２
以上に大きくなった場合にトランジスタ７はオンする一方、上記接続点の電圧が基準電圧
Ｖｒｅｆ２より小さい場合にトランジスタ７はオフする。
【００８７】
　この場合、入力電圧Ｖｉｎが基準電圧発生回路１８及びコンパレータ１９に供給されて
いるので、これらは動作可能状態にある。この状態で、他系統の電源電圧２が供給される
。安定化電源装置は、供給先の素子の都合で、他系統の電源電圧２が瞬時に供給されても
らっては困る場合もある。
【００８８】
　そこで、他系統の電源電圧２の供給から所定時間経過後に所定電圧値に立ち上がったこ
とを確認した後、安定化電源装置の起動を行えば、上記のような素子に対しても対応でき
、信頼性が著しく向上する。
【００８９】
　そのために、図４の構成によれば、他系統の電源電圧２は定電流源１６及びコンデンサ
１７に印加され、その接続点はその時定数に基づいて変化する。上記接続点の電圧が基準
電圧Ｖｒｅｆ２より小さい場合には、コンパレータ１９の出力はグランドレベルとなり、
トランジスタ７はオフ状態にあるので、安定化電源装置は起動されない。これに対して、
上記接続点の電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ２以上の場合には、コンパレータ１９の出力はほぼ
入力電圧Ｖｉｎに変化するので、トランジスタ７がオンする。これにより、供給された他
系統の電源電圧２が所定時間経過後に所定電圧値に立ち上がったことが確認される。
【００９０】
　トランジスタ７がオンすると、このトランジスタ７に接続されたトランジスタ５がオン
する。これは、トランジスタ５のベースに入力電圧Ｖｉｎが供給されていると共に、コレ
クタ及びベースがトランジスタ７のコレクタに接続されているからである。
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【００９１】
　このように、トランジスタ５のオンに伴って、ベース同士接続されているトランジスタ
６もオンする。これにより、入力電圧Ｖｉｎが、上記コンパレータ１０及び上記基準電圧
発生回路１１の動作電圧として供給され、これらが動作を開始する。そして、前述のよう
に、出力電圧Ｖｏｕｔの安定化が行われる。
【００９２】
　以上のように、トランジスタ７がオンすることによって、供給された他系統の電源電圧
２が所定時間経過後に所定電圧値に立ち上がったことを確認し、その後、トランジスタ６
がオンすることによって、コンパレータ１０及び基準電圧発生回路１１等のフィードバッ
ク系が動作し、これにより、安定化電源装置が起動する。
【００９３】
　このように、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの負担を増加するこ
となく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動順序を能動的に制
御することを可能としている。
【００９４】
　ここで、図５を参照しながら、本発明の他の安定化電源装置について説明する。図４と
同じ機能を有する部材については同じ参照符号を付記し、詳細な説明を省略する。
【００９５】
　図５に示す安定化電源装置は、外部端子２１を介して外部から安定化電源装置の起動指
令が入力されたこと、且つ、他系統の電源電圧２が起動されから所定時間経過後であって
、定電流源１６及びコンデンサ１７の接続点の電圧が所定値に達したことを確認した後に
、安定化電源装置を起動させる例である。つまり、外部からの起動指令に基づいて安定化
電源装置を起動させる場合であっても、他系統電源の監視が可能となる。
【００９６】
　図５においては、図４のトランジスタ６と入力電圧Ｖｉｎのラインとの間にトランジス
タ２０が更に設けられており、このトランジスタ２０のベースが上記外部端子２１に引き
出されている。この点で、図４の構成と異なっている。
【００９７】
　判定回路４０は、共に入力電源１の入力電圧Ｖｉｎが供給されている、基準電圧発生回
路１８及びコンパレータ１９から構成されている。上記コンパレータ１９において、プラ
ス入力端子には定電流源１６及びコンデンサ１７の接続点の電圧が印加されており、マイ
ナス入力端子には基準電圧発生回路１８からの基準電圧Ｖｒｅｆ２が印加されている。他
系統の電源電圧２の供給とともに上記接続点の電圧が上昇していき、基準電圧Ｖｒｅｆ２
以上に大きくなった場合にトランジスタ７はオンする一方、上記接続点の電圧が基準電圧
Ｖｒｅｆ２より小さい場合にトランジスタ７はオフする。
【００９８】
　この場合、入力電圧Ｖｉｎが基準電圧発生回路１８及びコンパレータ１９に供給されて
いるので、これらは動作可能状態にある。この状態で、他系統の電源電圧２が供給される
。安定化電源装置の起動は、上記他系統の電源電圧２が、供給先の素子の都合で、所定時
間経過後に所定電圧に達しているだけ、或いは外部からの起動指令だけでは不十分で、外
部の所定の条件が整うことが必要な場合もある。
【００９９】
　そこで、他系統の電源電圧２の供給から所定時間経過後に所定電圧値に立ち上がったこ
と、及び外部から起動指令を受領したことの双方を確認した後、安定化電源装置の起動を
行えば、上記のような素子に対しても対応でき、信頼性が著しく向上する。
【０１００】
　そのために、図５の構成によれば、他系統の電源電圧２は定電流源１６及びコンデンサ
１７に印加され、その接続点はその時定数に基づいて変化する。上記接続点の電圧が基準
電圧Ｖｒｅｆ２より小さい場合には、コンパレータ１９の出力はグランドレベルとなり、
トランジスタ７はオフ状態にあるので、安定化電源装置は起動されない。これに対して、
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上記接続点の電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ２以上の場合には、コンパレータ１９の出力はほぼ
入力電圧Ｖｉｎに変化するので、トランジスタ７がオンする。これに伴って、トランジス
タ５・６はオン状態になるが、起動指令を受領しない限りトランジスタ２０はオンするこ
とはない。したがって、図５の構成では、トランジスタ６及び２０がオンしたときに、安
定化電源装置の起動条件の全てが整ったことが確認される。
【０１０１】
　このように、トランジスタ６及び２０のオンに伴って、入力電圧Ｖｉｎが、上記コンパ
レータ１０及び上記基準電圧発生回路１１の動作電圧として供給され、これらが動作を開
始する。そして、前述のように、出力電圧Ｖｏｕｔの安定化が行われる。
【０１０２】
　以上のように、トランジスタ６及び２０がオンすることによって、全ての起動条件が整
ったことを確認し、その後、コンパレータ１０及び基準電圧発生回路１１に入力電圧Ｖｉ
ｎが動作電圧として供給され、上記フィードバック系が動作し、これにより、安定化電源
装置が起動する。
【０１０３】
　このように、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの負担を増加するこ
となく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動順序を能動的に制
御することを可能としている。
【０１０４】
　図５の上記構成において、トランジスタ６と入力電圧Ｖｉｎのラインとの間にトランジ
スタ２０を設ける以外に、図６に示すように、トランジスタ５と入力電圧Ｖｉｎのライン
との間にトランジスタ３０を設ける構成であっても、図５と同様の作用、効果を奏する。
【０１０５】
　つまり、他系統の電源電圧２が供給されてから所定時間経過後に、定電流源１６及びコ
ンデンサ１７の接続点の電圧が所定値に達していた場合、コンパレータ１９の出力はほぼ
入力電圧Ｖｉｎに変化するが、トランジスタ３０がオンしない限り、トランジスタ５はオ
ンすることはない。これ以外の動作は、図５の説明と重複するので、ここでは、説明を省
略する。
【０１０６】
　以上のように、図５及び図６の構成によれば、上述の各起動確認の条件を満足するだけ
では、出力電圧Ｖｏｕｔが負荷１５に供給されることはなく、更に、出力電圧を負荷に出
力する指令が外部端子２１から供給されるという条件を満足して、はじめて安定化電源装
置が立ち上がる。
【０１０７】
　これにより、緊急の場合、上記外部端子２１からの上記指令をオフすることによって、
安定化電源装置を確実にオフ（遮断）することができ、出力電圧Ｖｏｕｔの上記負荷１５
への不要な供給を回避できる。それゆえ、信頼性が著しく向上する。この場合、上記定電
流源１６及びコンデンサ１７に係る遅延機能は動作しない。したがって、上記緊急遮断の
後、再度、上記外部端子２１を介して、外部から安定化電源装置の起動指令が入力される
と、遅滞なく（遅延機能を経ることなく）、該安定化電源装置が再起動される。
【０１０８】
　ここで、図７を参照しながら、本発明の他の安定化電源装置について説明する。図６と
同じ機能を有する部材については同じ参照符号を付記し、詳細な説明を省略する。
【０１０９】
　図７に示す安定化電源装置は、コンデンサ１７に蓄積された電荷を放電する機能を更に
備え、これにより、安定化電源装置の再起動や、起動指令のオフ期間が短い場合にも、確
実に必要な遅延時間を確保し、信頼性を著しく向上するものである。
【０１１０】
　図７においては、他系統の電源電圧２とグランドラインとの間に抵抗２３及び２４をこ
の順に直列に接続したものが設けられていると共に、定電流源１６及びコンデンサ１７の
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接続点と、抵抗２３及び２４の接続点との間にダイオード２２が設けられている。この点
で、図６の構成と異なっている。
【０１１１】
　図５や図６の構成においては、一旦オフ（他系統の電源電圧２もオフされる。）した後
、安定化電源装置を再起動する場合、コンデンサ１７に電荷が残存していないときは、問
題なく再起動が可能である。しかし、コンデンサ１７に電荷が残存している場合、その分
だけ、安定化電源装置が起動されるまでの時間が短くなってしまう（遅延時間が短くなっ
てしまう）。これは、安定化電源装置を頻繁にオン、オフする際、起動指令のオフ期間が
短い場合にもあてはまる。
【０１１２】
　そこで、図７の構成によれば、他系統の電源電圧２及び安定化電源装置がオフされると
、定電流源１６からは電流が出力されなくなるので、コンデンサ１７の蓄積電荷は増加す
ることはない。このとき、抵抗２３及び２４の接続点の電圧も０になるので、ダイオード
２２が導通し、上記オフ直前までに蓄積された電荷は、ダイオード２２、及び抵抗２４を
介して放電される。その結果、コンデンサの蓄積電荷は存在しなくなり、初期の状態にな
るので、通常の再起動が高精度に行われる。
【０１１３】
　なお、安定化電源装置の起動時及び起動中には、抵抗２３及び２４の接続点の電圧がコ
ンデンサ１７の両端の電圧よりも大きくなるように、上記抵抗２３及び２４の抵抗値が設
定されている。その結果、ダイオード２２は非導通状態となり、コンデンサ１７から抵抗
２４に向かって電荷は移動しない。それゆえ、抵抗２３及び２４、並びにダイオード２２
は、起動時及び起動中の安定化電源装置に影響を与えることはない。
【０１１４】
　以上のように、安定化電源装置及び他系統の電源電圧２が一旦オフした後、再起動され
たり、起動指令のオフ期間が短い場合に再起動されても、コンデンサ１７の残存電荷がダ
イオード２２及び抵抗２４を介して放電されるので、通常の起動が安定且つ高精度に実施
される。しかも、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの負担を増加する
ことなく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動順序を能動的に
制御することを可能としている。
【０１１５】
　上記例示した安定化電源装置は、何れも、動作中は他系統の電源電圧２が供給されてい
ることが前提であり、この他系統の電源電圧２が動作途中において、オフされると、コン
パレータ１９の出力がグランドレベルになるので、入力電圧Ｖｉｎを供給しているトラン
ジスタ６がオフしてしまい、これにより、基準電圧発生回路１１やコンパレータ１０に電
源電圧が供給されなくなり、安定化電源装置の出力はオフ状態になってしまう。この不具
合を解決する安定化電源装置について、図８を参照しながら、以下に説明する。なお、図
７の構成と同じ機能を有する部材については同じ参照符号を付記し、詳細な説明を省略す
る。
【０１１６】
　図８の構成によれば、図７のトランジスタ５・３０の代わりに、セットリセット型のフ
リップフロップ２５が設けられ、セット入力端子はトランジスタ７のコレクタに接続され
ている（このフリップフロップ２５の電源電圧は、入力電源１から供給されている。）。
【０１１７】
　他系統の電源電圧２が供給されると、定電流源１６はコンデンサ１７を充電し、コンデ
ンサ１７の両端の電圧は上昇する。この電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ２より小さい場合は、コ
ンパレータ１９の出力はグランドレベルであるので、トランジスタ７はオフ状態となり、
フリップフロップ２５のセット入力端子にはローレベルが入力されない。
【０１１８】
　これに対して、コンデンサ１７の両端の電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ以上に大きくなると、
コンパレータ１９の出力はグランドレベルから入力電圧Ｖｉｎに変化するので、トランジ
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スタ７がオンする。これに伴って、フリップフロップ２５のセット入力端子には、トラン
ジスタ７を介してローレベル（グランドレベル）が供給され、フリップフロップ２５の出
力端子Ｑからはハイレベル（入力電圧Ｖｉｎ）が出力される。この状態は、フリップフロ
ップ２５のリセット入力端子にローレベルの信号が入力されないので、維持される。
【０１１９】
　フリップフロップ２５の出力端子Ｑからハイレベルの信号が出力されると、トランジス
タ６がオンする。このとき、外部入力端子２１を介して外部から起動指令が入力されてい
れば、トランジスタ２０がオンするので、入力電圧Ｖｉｎがトランジスタ２０及び６を介
して、基準電圧発生回路１１及びコンパレータ１０に供給される。以降は、前述と同様な
動作が行われ、負荷１５に目標の出力電圧Ｖｏｕｔが安定的に印加される。
【０１２０】
　なお、外部入力端子２１を介して外部から起動指令が入力されていなければ、トランジ
スタ２０はオフ状態になるので、たとえトランジスタ６がオン状態にあっても、入力電圧
Ｖｉｎが基準電圧発生回路１１及びコンパレータ１０に供給されることはない。
【０１２１】
　安定化電源装置の起動後、他系統の電源電圧２が何らかの原因によってダウン或いは許
容値以下に低下したとする。このとき、定電流源１６はコンデンサ１７に対して充電しな
くなり、コンパレータ１９の出力が変化することがあるが、このような場合であっても、
フリップフロップ２５の出力端子Ｑはハイレベルに維持されるので、安定化電源装置から
は安定して目標の出力電圧Ｖｏｕｔが負荷１５に対して出力されることになる。
【０１２２】
　なお、外部端子２１を介して起動解除の指令が入力されると、トランジスタ６はオン状
態が維持されるが、トランジスタ２０はオフ状態になるので、基準電圧発生回路１１及び
コンパレータ１０に入力電圧Ｖｉｎが供給されなくなり、安定化電源装置の出力はオフさ
れる。
【０１２３】
　以上のように、安定化電源装置の動作中に他系統の電源電圧２がダウン又は低下しても
、上記フリップフロップ２５の出力は維持されるので、安定化電源装置に影響を与えるこ
とを未然に回避できる。しかも、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの
負担を増加することなく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動
順序を能動的に制御することを可能としている。
【０１２４】
　ここで、他系統の電源電圧２が低下（ダウンも含む）したり復帰したりした場合につい
て図９を参照しながら、以下に説明する。
【０１２５】
　図９の構成は、図３の構成においてコンパレータ１９の代わりにヒステリシス機能を備
えたヒステリシスコンパレータ２６を設けた点において異なっている。このようにヒステ
リシスコンパレータ２６を設けることによって、他系統の電源電圧２の上昇時の閾値と、
下降時の閾値とを異ならせることが可能となる。
【０１２６】
　つまり、ヒステリシスコンパレータ２６は、他系統の電源電圧２が下降する際、上昇時
の閾値よりも低下しても、その出力は変化せず、下降時の閾値よりも低くなったときに、
その出力は変化する。この状態から、他系統の電源電圧２が上昇する際、下降時の閾値に
達しても、その出力は変化せず、上昇時の閾値以上になったときに、その出力は変化する
。このように、２つの閾値付近のレベルで他系統の電源電圧２が変動（例えば、ノイズに
よる変動）しても、その変動に伴って逐一ヒステリシスコンパレータ２６の出力が変化し
ないので、安定化電源装置の出力は著しく安定する。
【０１２７】
　コンパレータ１９の代わりにヒステリシスコンパレータ２６を設けることは、図３の場
合に限らず、図４乃至図８、及び後述する図１０においても、コンパレータ１９の代わり
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にヒステリシスコンパレータ２６を設けてもよい。
【０１２８】
　ここで、図３の機能に加えて、リセット信号発生機能を備えた構成例を図１０を参照し
ながら、以下に説明する。なお、図３と同じ機能を有する部材については同じ参照符号を
付記し、詳細な説明を省略する。
【０１２９】
　図１０に示す安定化電源装置は、他系統の電源電圧２が起動され、その電圧値が所定値
に達したことを確認した後、安定化電源装置を起動させると共に、リセット信号（安定化
電源装置が起動したことを示す信号）を生成する例である。　図１０においては、図３の
構成において、トランジスタ２７及び２８が更に設けられている。このトランジスタ２７
は、ベースにコンパレータ１９の出力が供給され、エミッタはグランドに接続され、コレ
クタには他系統の電源電圧２が供給されている。また、上記トランジスタ２８は、ベース
に他系統の電源電圧２が供給され、コレクタはグランドに接続され、エミッタは外部端子
２９に接続されている。
【０１３０】
　コンパレータ１９において、プラス入力端子には抵抗３及び４の接続点の電圧が印加さ
れており、マイナス入力端子には基準電圧発生回路１８からの基準電圧Ｖｒｅｆ２が印加
されている。上記接続点の電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ２よりも大きい場合にトランジスタ２
７はオンし、これに伴って、トランジスタ２８がオンする。このトランジスタ２８がオン
することによって、外部端子を介して、ローレベルのリセット信号が外部へ出力される。
一方、上記接続点の電圧が基準電圧Ｖｒｅｆ２以下の場合にトランジスタ２７・２８はオ
フし、上記リセット信号は外部へ出力されることはない。
【０１３１】
　図１０の構成によれば、トランジスタ７がオンすることによって、供給された他系統の
電源電圧２が所定電圧値に立ち上がったことを確認し、その後、トランジスタ６がオンす
ることによって、コンパレータ１０及び基準電圧発生回路１１等のフィードバック系が動
作し、これにより、安定化電源装置が起動する。なお、他系統の電源電圧２が起動されな
い限り、たとえ入力電圧Ｖｉｎが供給されていても、出力電圧Ｖｏｕｔは出力されること
はない。これは、コンパレータ１０及び基準電圧発生回路１１等のフィードバック系が動
作しておらず、したがって、出力トランジスタ９がオフしたままであるからである。
【０１３２】
　つまり、他系統の電源電圧２が所定電圧値に立ち上がったことを確認した後、安定化電
源装置の起動が行われるので、信頼性が著しく向上する。加えて、安定化電源装置が起動
したことを示すリセット信号を外部へ出力することができ、外部回路はこのリセット信号
に同期して所望の動作を行うことが可能となる。
【０１３３】
　以上のように、上記安定化電源装置は、システムを制御するマイコンの負担を増加する
ことなく、しかも、コストアップを招来することもなく、内部で自ら起動順序を能動的に
制御すると共に、外部へリセット信号を供給することを可能としている。
【０１３４】
　上記説明において、図５、図６乃至図８に外部端子２１を設けた構成例を示したが、本
発明はこれに限定されるものではなく、これらの図面以外の図面で示す構成においても、
上記外部端子２１を設けてもよい。
【０１３５】
　また、上記基準電圧発生回路１８及びコンパレータ１９は、動作電圧として入力電圧Ｖ
ｉｎが供給される場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、こ
れらの動作電圧として他系統の電源電圧２が供給される構成でもよい。
【０１３６】
　なお、上記安定化電源装置においては、出力トランジスタ９としてＰＮＰトランジスタ
を使用した場合を例示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、ＮＰＮトラ
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ンジスタを使用した場合にも本発明は適用できる。また、本発明は、スイッチング方式の
安定化電源装置にも適用できる。
【０１３７】
　本発明に係る第１安定化電源装置は、以上のように、入力電圧を所要の電圧に変換し、
その出力電圧を負荷に供給する安定化電源装置において、他の電源が起動したことを確認
した後にその出力電圧を供給することを特徴としている。
【０１３８】
　本発明に係る第２安定化電源装置は、上記第１安定化電源装置において、起動したこと
を確認した後、一定期間の遅延の後に出力電圧を供給することを特徴としている。
【０１３９】
　本発明に係る第３安定化電源装置は、上記第１安定化電源装置において、他の電源が所
定の電圧になったことを確認した後、その出力電圧を供給することを特徴としている。
【０１４０】
　本発明に係る第４安定化電源装置、上記第１安定化電源装置において、他の電源が所定
の電圧になったことを確認した後に、一定期間の遅延の後に出力電圧を供給することを特
徴としている。
【０１４１】
　本発明に係る第５安定化電源装置は、上記第１乃至第４安定化電源装置のいずれか一つ
において、外部からの制御信号による出力電圧のオン／オフ機能を備えたことを特徴とし
ている。
【０１４２】
　本発明に係る第６安定化電源装置は、上記第５安定化電源装置において、外部からの制
御信号による出力電圧のオン／オフ機能を備え、その外部からの制御信号によるオン／オ
フの場合には、遅延機能を動作させないことを特徴としている。
【０１４３】
　本発明に係る第７安定化電源装置は、上記第１、第２、又は６安定化電源装置において
、停止時に遅延時間を設定するコンデンサを放電することを特徴としている。
【０１４４】
　本発明に係る第８安定化電源装置は、上記第３又は第４安定化電源装置において、他系
統の電源の電圧低下時には、出力電圧がオフしないことを特徴としている。
【０１４５】
　本発明に係る第９安定化電源装置は、上記第３又は第４安定化電源装置において、他系
統の電源の電圧上昇時の出力電圧がオンする閾値と、他系統の電源の電圧低下時の出力電
圧がオフする閾値とが異なることを特徴としている。
【０１４６】
　本発明に係る第１０安定化電源装置は、上記第３又は第４安定化電源装置において、電
圧検出機能とリセット信号発生機能を兼ね備えたことを特徴としている。
【０１４７】
　本発明に係る電子機器は、上記第１乃至第１０安定化電源装置の何れかひとつを備えた
ことを特徴としている。
【０１４８】
　上記の安定化電源装置によれば、他系統の電源電圧の起動を監視して、能動的に起動す
ることができ、システムコントロールマイコンの簡素化、若しくはシステムコントロール
マイコンを設けることが不要となり、コストダウン効果が非常に高い。
【０１４９】
　又、上記の安定化電源装置によれば、遅延機能や、オン／オフ機能、リセット信号出力
機能の集約で非常に効果の高い安定化電源装置の提供が可能となる。
【０１５０】
【発明の効果】
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本発明に係る安定化電源装置は、以上のように、入力電圧を所要の電圧に変換し、これ



【０１５１】
　

【０１５２】
　本発明に係る安定化電源装置は、以上のように、内部に、他系統の電源電圧を入力し、
この電圧値に基づいて他系統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段を備え、該
確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記出力電圧
を上記負荷に供給しないことを特徴としている。
【０１５３】
　従来は、安定化電源装置外に設けられ、システムを制御するマイコンによって、他系統
の電源が監視され、各素子に所要電圧が所要のタイミングで供給されていた。そのために
は、必ず、最初に、このマイコン自体を起動する必要があり、上記マイコン用の電源を別
途用意する必要があった。これは、安定化電源装置のコスト高を招来する。
【０１５４】
　そこで、上記の発明によれば、他系統の電源電圧を入力し、この電圧値に基づいて他系
統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段が安定化電源装置の内部に設けられて
おり、この確認手段によって他系統の電源が起動されたことが確認されるまでは、出力電
圧が負荷に供給されないようになっている。
【０１５５】
　つまり、従来のように、安定化電源装置の外部に設けられたシステム制御用のマイコン
が安定化電源装置のオン及びオフを制御するのではなくて、安定化電源装置が、自ら、内
部で、確認手段を介して他系統の電源が起動されたか否かを確認しているので、システム
制御用のマイコンの負担を増加することなく、しかも、従来上記マイコン用に別途設ける
ことが必要であった電源が不要となるので、コストアップを招来することもなく、各電源
電圧の起動順序を内部で自ら能動的に制御することが可能となる。
【０１５６】
　供給された他系統の電源電圧が所定の電圧値未満（供給先の素子が正常に動作する動作
電圧の許容範囲外の電圧）であれば、出力電圧が負荷に供給されない。これにより、信頼
性の高い安定化電源装置を提供できるという効果を併せて奏する。
【０１５７】
　上記確認手段は、上記他系統の電源電圧が基準電圧値より大きいか否かを比較する比較
手段を有し、該比較手段による比較の結果、基準電圧値よりも大きい場合に上記他系統の
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を出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置であって、上記入力電圧をパワートラン
ジスタを用いて上記出力電圧に変換し、上記出力電圧をフィードバックしてコンパレータ
により基準電圧と比較し、上記コンパレータを含むフィードバック制御系で、上記コンパ
レータの比較結果に基づいて上記パワートランジスタを制御することにより上記出力電圧
を安定化させる安定化電源装置において、内部に、他系統の電源電圧を入力し、この電圧
値に基づいて他系統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段を備え、該確認手段
により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記フィードバック制
御系に電源を供給せずに上記パワートランジスタをＯＦＦとして上記出力電圧を上記負荷
に供給しないことを特徴としている。

本発明に係る安定化電源装置は、以上のように、入力電圧を所要の電圧に変換し、これ
を出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置であって、上記入力電圧をパワートラン
ジスタを用いて上記出力電圧に変換し、上記出力電圧をフィードバックしてコンパレータ
により基準電圧と比較し、上記コンパレータを含むフィードバック制御系で、上記コンパ
レータの比較結果に基づいて上記パワートランジスタを制御することにより上記出力電圧
を安定化させる安定化電源装置において、内部に、他系統の電源電圧を受け、この電源電
圧を所定時間だけ遅延させる遅延手段と、この遅延手段の出力電圧が所定値以上の場合に
上記他系統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段とを備え、上記確認手段によ
り上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記フィードバック制御系
に電源を供給せずに上記パワートランジスタをＯＦＦとして上記出力電圧を上記負荷に供
給しないことを特徴としている。



電源電圧が起動されたことを確認することが好ましい。
【０１５８】
　この場合、基準電圧値を適当に決めることによって、他系統の電源電圧の起動の確認に
幅を持たせることができる。したがって、多種多様な用途に適用でき、汎用性に優れた安
定化電源装置を提供できるという効果を併せて奏する。
【０１５９】
　本発明に係る他の安定化電源装置は、以上のように、内部に、他系統の電源電圧を受け
、この電源電圧を所定時間だけ遅延させる遅延手段と、この遅延手段の出力電圧が所定値
以上の場合に上記他系統の電源電圧が起動されたことを確認する確認手段とを備え、上記
確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されるまでは上記出力電圧
を上記負荷に供給しないことを特徴としている。
【０１６０】
　上記の発明によれば、安定化電源装置の内部に遅延手段と確認手段とが設けられている
。この遅延手段は、他系統の電源電圧を入力すると、これを所定時間だけ遅延させて出力
する。確認手段は、この遅延手段の出力電圧が所定値以上の場合に上記他系統の電源電圧
が起動されたことを確認する。
【０１６１】
　したがって、他系統の電源電圧が、入力されてから所定時間が　経過し、且つ、そのと
きの電圧値が所定値以上に達しているときに、確認手段によって他系統の電源が起動され
たことが確認される。この確認がなされるまでは、出力電圧が負荷に供給されないように
なっている。これにより、他系統の電源電圧が何らかの原因で所定時間内（上記遅延手段
による遅延時間）に所定電圧値まで上昇しない場合には、負荷に出力電圧が供給されない
ので、非常に信頼性の高い安定化電源装置を供給できる。
【０１６２】
　以上より、従来のように、安定化電源装置の外部に設けられたシステム制御用のマイコ
ンが安定化電源装置のオン及びオフを制御するのではなくて、安定化電源装置が、自ら、
内部で、確認手段を介して他系統の電源が起動されたか否かを確認しているので、システ
ム制御用のマイコンの負担を増加することなく、しかも、従来上記マイコン用に別途設け
ることが必要であった電源が不要となるので、コストアップを招来することもなく、各電
源電圧の起動順序を内部で自ら能動的に制御することが可能となるという効果を併せて奏
する。
【０１６３】
　上記確認手段は、上記遅延手段の出力電圧が基準電圧値より大きいか否かを比較する比
較手段を有し、該比較手段による比較の結果、基準電圧値よりも大きい場合に上記他系統
の電源電圧が起動されたことを確認することが好ましい。
【０１６４】
　この場合、基準電圧値を適当に決めることによって、他系統の電源電圧の起動の確認に
幅を持たせることができる。したがって、多種多様な用途に適用でき、汎用性に優れた安
定化電源装置を提供できるという効果を併せて奏する。
【０１６５】
　上記確認手段は、上記出力電圧を負荷に出力する指令が外部から更に入力された場合に
、上記他系統の電源電圧が起動されたことを確認することが好ましい。
【０１６６】
　この場合、上述の各起動確認の条件を満足するだけでは、出力電圧が負荷に供給される
ことはなく、更に、出力電圧を負荷に出力する指令が外部から供給されるという条件を満
足して、はじめて安定化電源装置が立ち上がる。これにより、緊急の場合、上記外部から
の上記指令をオフすることによって、安定化電源装置を確実にオフ（遮断）することがで
き、出力電圧の上記負荷への不要な供給を回避できる。それゆえ、信頼性が著しく向上す
る。この場合、上記遅延機能は動作しない。したがって、上記緊急遮断の後、再度、出力
電圧を負荷に出力する指令が外部から安定化電源装置に入力されると、遅滞なく（遅延機
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能を経ることなく）、該安定化電源装置を再起動できるという効果を併せて奏する。
【０１６７】
　上記遅延手段は、時定数に応じて充電されるコンデンサを有し、上記他系統の電源電圧
の供給停止時に上記コンデンサを放電する放電手段が更に設けられていることが好ましい
。
【０１６８】
　この場合、安定化電源装置の再起動や、起動指令のオフ期間が短い場合にも、確実に必
要な遅延時間を確保し、信頼性を著しく向上することが可能となる。
【０１６９】
　安定化電源装置を再起動する場合、コンデンサに電荷が残存していないときは、問題な
く再起動が可能である。しかし、コンデンサに電荷が残存している場合、その分だけ、安
定化電源装置が起動されるまでの時間が短くなってしまう（遅延手段の遅延時間が短くな
ってしまう）。これは、安定化電源装置を頻繁にオン、オフする際、起動指令のオフ期間
が短い場合にもあてはまる。
【０１７０】
　そこで、上記の構成によれば、他系統の電源電圧の供給が停止されると、コンデンサの
充電電荷が増加することはない。このとき、このコンデンサが放電手段によって放電され
るので、コンデンサに残存する電荷は存在しなくなり、初期の状態になるので、通常の再
起動を高精度に行うことが可能となる。
【０１７１】
　安定化電源装置の起動時及び起動中は、コンデンサは放電手段によって放電されないの
で、安定化電源装置の動作に影響を与えることはない。
【０１７２】
　以上のように、他系統の電源電圧が一旦オフした後、再起動されたり、起動指令のオフ
期間が短い場合に再起動されても、コンデンサの残存電荷が放電手段を介して放電される
ので、通常の起動が安定且つ高精度に実施できる。しかも、上記安定化電源装置は、シス
テムを制御するマイコンの負担を増加することなく、しかも、コストアップを招来するこ
ともなく、内部で自ら起動順序を能動的に制御できるという効果を併せて奏する。
【０１７３】
　上記確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことの確認を保持する起動確認
保持手段を更に備えることが好ましい。
【０１７４】
　この場合、確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことの確認が起動確認保
持手段によって保持されるので、安定化電源装置の起動後、他系統の電源電圧が何らかの
原因によってダウン或いは許容値以下に低下しても、安定化電源装置からは安定して目標
の出力電圧が負荷に対して供給されることになる。
【０１７５】
　以上のように、安定化電源装置の動作中に他系統の電源電圧がダウン又は低下しても、
起動確認保持手段は、他系統の電源電圧が起動されたことの確認を保持するので、安定化
電源装置に影響を与えることを未然に回避できる。しかも、上記安定化電源装置は、シス
テムを制御するマイコンの負担を増加することなく、しかも、コストアップを招来するこ
ともなく、内部で自ら起動順序を能動的に制御できるという効果を併せて奏する。
【０１７６】
　上記比較手段は、ヒステリシス特性を備えていることが好ましい。この場合、他系統の
電源電圧の上昇時の閾値と、下降時の閾値とを異ならせることが可能となる。
【０１７７】
　つまり、比較手段は、他系統の電源電圧が下降する際、上昇時の閾値よりも低下しても
、その出力は変化せず、下降時の閾値よりも低くなったときに、その出力は変化する。こ
の状態から、他系統の電源電圧が上昇する際、下降時の閾値に達しても、その出力は変化
せず、上昇時の閾値以上になったときに、その出力は変化する。このように、２つの閾値
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付近のレベルで他系統の電源電圧が変動（例えば、ノイズによる変動）しても、その変動
に伴って逐一ヒステリシス特性を備えた比較手段の出力が変化しないので、安定化電源装
置の出力を著しく安定化できるという効果を併せて奏する。
【０１７８】
　上記確認手段により上記他系統の電源電圧が起動されたことが確認されると、その起動
確認信号を生成して外部へ出力する起動確認信号生成手段を更に備えていることが好まし
い。
【０１７９】
　この場合、他系統の電源電圧が立ち上がったことを確認した後、安定化電源装置の起動
が行われるので、信頼性が著しく向上する。加えて、安定化電源装置が起動したことを示
す起動確認信号を外部へ出力することができ、外部回路はこの起動確認信号に同期して所
望の動作（例えば、外部機器のリセット動作等）を行うことが可能となるという効果を併
せて奏する。
【０１８０】
　以上のように、本発明に係る安定化電源装置は、入力電圧を所要の電圧に変換し、これ
を出力電圧として負荷に供給する安定化電源装置において、内部で、他系統の電源が起動
したことを確認した後、上記出力電圧を上記負荷に供給することを特徴としている。この
ような特徴を備えた安定化電源装置を電子機器に組み込めば、その信頼性が著しく向上す
ることになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る安定化電源装置の構成例を示す回路図である。
【図２】　図１の構成に遅延機能を持たせた場合の安定化電源装置の構成例を示す回路図
である。
【図３】　図１の構成に電圧比較機能を持たせた場合の安定化電源装置の構成例を示す回
路図である。
【図４】　図２の構成に電圧比較機能を持たせた場合の安定化電源装置の構成例を示す回
路図である。
【図５】　図４の構成に外部起動機能を持たせた場合の安定化電源装置の構成例を示す回
路図である。
【図６】　図４の構成に外部起動機能を持たせた場合の安定化電源装置の他の構成例を示
す回路図である。
【図７】　安定化電源装置の再起動や、起動指令のオフ期間が短い場合にも、確実に必要
な遅延時間を確保し得る安定化電源装置の構成例を示す回路図である。
【図８】　動作中に他系統の電源電圧がダウン又は低下しても、出力が維持できる安定化
電源装置の構成例を示す回路図である。
【図９】　他系統の電源電圧が変動しても、これに影響を受けない安定化電源装置の構成
例を示す回路図である。
【図１０】　図３の機能に加えて、リセット信号発生機能を備えた安定化電源装置の構成
例を示す回路図である。
【図１１】　従来の電源起動シーケンス例を示す説明図である。
【図１２】　図１１に示す電源起動シーケンスを実現するための構成例を示す回路図であ
る。
【符号の説明】
　１　　入力電源
　２　　他系統の電源電圧
　５　　トランジスタ（確認手段）
　６　　トランジスタ（確認手段）
　７　　トランジスタ（確認手段）
１０　　コンパレータ
１１　　基準電圧発生回路
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１５　　負荷
１６　　定電流源
１８　　基準電圧発生回路
１９　　コンパレータ（比較手段）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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